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要旨
　本研究では、筆者らが2021年 11月から 2022年 6月にかけて都市部と地方の大学生を対象に実施したアンケー
ト調査結果から、大学生がどのような働き方や就業環境を望むのか、さらにどのような育児休業に関する知識や
結婚・出産を視野に入れた就業観、キャリア観を有しているのかについて、性別、居住地別（都市部と地方）で
の差異が見られた点を中心に検討する。また、アンケート調査結果において属性による差異が顕著であった内容
については 2022 年 11 月にフォローアップインタビュー調査を実施し、その背景や詳細を確認した上で、各対象
者の就業観やキャリア観に影響を及ぼしている要因、キャリアやジェンダー平等、男女共同参画に関わる教育と
それに対する要望等についても調査した。これらの調査結果をふまえて、理想とする就業環境や自身やパート
ナーの結婚・出産後の就業継続に関する大学生の意識を考察する。

論　説

1. はじめに
　内閣府男女共同参画局が 2018 年に公表した資料に
よれば、第 1 子の出産前後で女性が就業を継続する割
合は 53.1％、また、就業を継続する女性の 73.8％は
育児休業制度を利用しており、これらの値はともに
上昇傾向にある。就業を継続する女性が増加する一
方、第 1 子の出産を機に離職を選択する女性の割合は
46.9％であり、依然として高い状況にある（内閣府男
女共同参画局、2018）。このような現状を受け、2022
年 4 月、改正育児・介護休業法（「育児休業、介護休
業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法
律及び雇用保険法」の一部を改正）が施行され（厚生
労働省、n.d.）、企業には制度の周知や意向確認が求め
られることとなった。

　その一方で、就業前の大学生に目を向けると、大学
生は生活の中でジェンダー役割を意識させられる場面
に遭遇することは少なく、さほどジェンダーを意識す
ることなく大学生活を送っているようにも見受けられ
る。しかしながら、卒業後のキャリアパスを描く際に
は、大学生においてもジェンダーによる差があること
が感じられる。これに対して、大学生の就業意識や育
児休業に対する意識調査や先行研究が存在するが、女
子大学生のみを対象とした調査が多く、性別による詳
細な就業意識の差異や居住地（都市部と地方）による
相違、社会人と学生の比較については研究が少なく、
一般的な帰結が得られていない。特に、就業前の大学
生のキャリア意識における男女差や、居住地の環境に
よる影響の有無については十分に検討されていない現
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状がある。
　以上の背景をふまえ、本研究では、理想とする働き
方や働く上で重視すること、結婚・出産後の就業継続
の希望や働き方、育児休業に関する知識、希望日数、
取得方法等に関するアンケート調査を、都市部と地方
の大学生を対象に実施し、その結果について考察す
る。さらに、アンケート調査結果において、男女別お
よび居住地別（都市部と地方）による差異が顕著な項
目についてはフォローアップインタビュー調査を実施
し、差異が生じる要因や影響を与えた背景、環境につ
いて詳細を探求し、キャリアやジェンダーに関わる教
育の現状とそれに対する要望等についても調査した。
本研究では、これらのアンケートおよびフォローアッ
プインタビュー調査結果をふまえて、結婚や出産を視
野に入れた大学生の就業観・キャリア観の実態につい
て検討を試みる 1。

2. 大学生を対象としたアンケート調査
2.1 調査の概要
　筆者らは 2021 年 11 月～ 2022 年 6 月に、都市部及
び地方の大学生を対象に、結婚・出産後の就業継続に
ついてインターネット上でのアンケート調査を実施し
た。学部、学年、性別に制限を設けず回答を収集した
ところ、755 件の有効回答を得た。回答者の属性は表
1 に示され、都市部は青山学院大学、明治大学、東京
女子大学、東京理科大学、神奈川大学、和光大学、大
阪経済大学、大阪公立大学、大阪国際大学、京都大学、
地方は愛媛大学、富山大学の学生から回答を得てい
る。このアンケート調査では、性別や大学名などの属
性に関する質問の後、①理想の働き方（働く上で重視
すること、職場環境で重視すること）、②結婚後の就
業継続（就業継続の希望、その理由）、③出産後の就
業継続（就業継続の希望（男性はパートナーの出産後
の自身の就業継続）、その理由、女性の出産後の職場
復帰の妨げになりそうな要因）、④育児について（育
児への関わり方、育児休業希望日数、パートナーの育
児休業取得への意向、パートナーの育児休業希望日数、
育児休業取得の際の問題点、育児休業取得率向上に重
要なこと、育児休業関連施策の知識）を問う項目を設
定した。

表 1　アンケート調査回答者の属性（大学生）
� 居住地
性別

都市
部 割合 地方 割合 不明 割合 合計 割合

男性 281 56.0％ 119 47.8％ 2 50.0％ 402 53.2％
女性 212 42.2％ 128 51.4％ 2 50.0％ 342 45.3％

その他 9 1.8％ 2 0.8％ 0 0.0％ 11 1.5％
合計 502 249 4 755

2.2 アンケート調査結果　
　以下では、アンケート調査の回答において性別及び
居住地（都市部と地方）での意識の差異が顕著な項目
を中心に、その結果について述べる 2。

2.2.1 理想の働き方　
　図 1 は「働く上で重視すること」という質問への回
答（2 つまで選択可）結果を性別ごとに示した図であ
り、男性では「収入が高い」（44.8％）、女性では「良
好な人間関係」（43.6％）が最も選択されている。有
意差が見られた項目として、「ワークライフバランス」
では女性が 25.7％、男性が 15.4％であり（χ^2（1）
=12.20, p<.01）、「良好な人間関係」を重視する割合
についても、女性が 43.6％、男性が 26.4％と女性の
方が有意に重視する結果となった（χ^2（1）=24.27, 
p<.01）。その一方で、女性よりも男性の方が重視す
る項目については、「昇進できる」は男性 8.5％、女
性 3.5％（χ^2（1）=7.80, p<.01）、「社会に貢献できる」
は男性 11.4 ％、女性 5.8 ％（χ^2（1）=7.16, p<.01）、

「自分のペースで働ける」が男性 20.6％、女性 10.8％
（χ^2（1）=13.20, p<.01）であった。

図 1：働く上で重視すること（性別）

　地方大学生と都市部の大学生で、働く上で重視する
項目（図 2）を比較すると、いずれも「収入が高い」
が最も選択されているものの、「仕事が安定している」
を重視する割合は、地方大学生が 39.4％、都市部の大
学生が 31.7％であった（χ^2（1）=4.37, p<.05）。「ワー
クライフバランス」を重視する割合も、地方大学生
が 26.9％、都市部の大学生が 16.7％であり（χ^2（1）
=10.73, p<.01）、有意差がみられる。
　「良好な人間関係」を重視する割合は、地方大学生
が 37.8％、都市部の大学生が 32.5％であったが、統
計的に有意な差は得られなかった。都市部の大学生が
重視する項目として、「昇進できる」が都市部 7.6％、
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地方 3.2％（χ^2（1）=5.50, p<.05）、「知識やスキルが
身につく」は都市部 18.5％、地方 12.0％（χ^2（1）
=5.10, p<.05）、「自己成長できる」は都市部 8.8％、地
方 4.4％（χ^2（1）=4.64, p<.05）、「自分のペースで働
ける」は都市部18.3％、地方11.6％であった（χ^2（1）
=5.50, p<.05）。
　これらの結果に基づけば、女性より男性の方が、ま
た地方より都市部の方が昇進を重視しており、一方で
女性は男性に比べると人間関係が良い環境でバランス
よく安定した状態で働くことを望んでいることがわか
る。
　次に、「職場環境で重視すること」（3 つまで選択可）
について、大学生全体では男女ともに「福利厚生の充
実」が最も選択され、男女で比較した結果（図 3）で
は、女性の 59.9％が「福利厚生の充実」を（χ^2（1）
=5.98, p<.05）、37.1％が「産休育休が取りやすい」環
境を重視し（χ^2（1）=95.64, p<.01）、いずれも統計
的に有意な結果となった。
　一方、男性が女性よりも重視する職場環境は、「実

力に応じた給与制度」が 31.1 ％（χ^2（1）=7.38, 
p<.01）、「サービス残業がない」が 25.9％（χ^2（1）
=4.12, p<.05）、「休みが多い」が 24.6 ％（χ^2（1）
=9.48, p<.01）、「リモートワークが可能」が 15.9 ％

（χ^2（1）=5.18, p<.05）、「終身雇用である」が 7.7％
（χ^2（1）=4.26, p<.05）という結果であった。
　地方と都市部の比較について（図 4）、統計的な有
意差があった項目は「社内が清潔である」であり、都
市部の16.7％に対して地方は9.6％であった（χ^2（1）
=6.80, p<.01）。「福利厚生の充実」を重視する割合は、
都市部で 52.4％、地方で 59.8％と地方大学生の方が
高いが、統計的に有意な結果は得られなかった（χ^2 

（1）=3.73, p=.053）。
　これらの結果で特に興味深いのは、「終身雇用であ
る」ことを男性の方が女性より重視している点であ
る。これは、後述する質問項目の回答結果でも明らか
になるように、女性は、安定した働き方を希望しなが
らも、自分自身が結婚や出産等のライフイベントによ
りキャリアへの影響を受けるであろう（終身雇用を貫
くことは困難である）ということを、働く以前の学生
の時から予想しているものと考えられる。

図 4：職場環境で重視すること（都市部と地方）

2.2.2 出産後の就業継続
　男女差が顕著な項目としては、「出産後の就業継続」
がある。全体でも出産後の就業継続について「その
まま就業を継続する」が最も選択されているものの、
データを男女で比較した結果（図 5）では、男性の
80.8％は「そのまま就業を継続する」と回答しており、
女性がそのように回答した割合は39.8％という結果で
あった（χ^2（1）=119.83, p<.01）。一方、それ以外の
項目については女性の割合が高く、29.4％が「時短勤
務に切り替える」を選択し（χ^2（1）=32.39, p<.01）、

図 2：働く上で重視すること（都市部と地方）

図 3：職場環境で重視すること（性別）
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「同じ会社でパートタイムに切り替える」を選択する
割合は 9.7％（χ^2（1）=26.26, p<.01）、「仕事をやめる」
が 6.1％（χ^2（1）=20.30, p<.01）となった。また、「わ
からない」を選択する割合も 12.3％という結果となっ
た（χ^2（1）=9.24, p<.01）。なお、地方と都市部で比
較したところ、統計的な差異はほぼみられなかった。

図 5：出産後の就業継続（性別）

　出産後の就業を継続する理由（図 6、複数選択可）
については、男女ともに「経済面で家庭を支えたい」
が最も多く選択されているものの、女性は「社会と
のつながりを持ちたい」が 38.1％（χ^2（1）=26.92, 
p<.01）、「経済的に自立していたい」が 43.7％（χ^2

（1）=31.31, p<.01）であり、いずれも男性よりも有意
に高い結果となった。一方、男性は「経済面で家庭を
支えたい」を選択する割合が最も高く、86.5％（χ^2

（1）=71.49, p<.01）であった。また、「育児を分担で
きる・任せられる」は 28.5％となり、この項目につ
いても女性よりも有意に高い結果となった（χ^2（1）

=16.97, p<.01）。時短やパートに切り替えて就業を継
続すると回答した女性については、「育児に費やす時
間を増やしたい」、「仕事と育児の両立ができるか不安」
といった項目を回答する割合が高い結果となった。
　これらの結果から、就業前及び出産前の大学生にお
いても、男性役割、女性役割が意識下に存在し、かつ、
女性は仕事を通して社会とつながり、自立したいと希
望している傾向が確認でき、女性の方が出産によって
社会とのつながりを絶たれる、経済的に夫に依存する
ことになるのではないかという危機感を抱いているよ
うにみえる。

2.2.3 育児休業の取得希望日数
　自身もしくはパートナーの出産を考えている人の育
児休業取得希望日数をみると、自分自身の取得希望日
数として、男性は 1 週間程度から半年程度までを希望

図 6：出産後の就業継続理由（性別）

　　　　図 7：自身の育児休業の取得希望日数
　　　　　　　（出産予定者・性別）

　　　図 8：パートナーの育児休業の取得希望日数
　　　　　　（出産予定者・性別）
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し、女性は 1 年または 1 年以上の希望が多いことが確
認できる（図 7）。一方で、それぞれのパートナーに
取得して欲しい育児休業の日数は、女性は夫に 1 週間
から半年程度までを希望している人が多く、男性自身
の希望日数と合致しているが、男性がパートナーに希
望する日数にはバラつきがみられる（図 8）。大学生
の男性は出産や育児の現状の理解が疎く、必要日数が
理解できていないのかもしれない。
　次に、パートナーの育児休業取得に対する考え方を
問う項目（図 9）においては、男女ともに、「一緒に
育児をしたいので取得してほしい」と回答する割合が
高いが、その割合は男性の方が有意に高く（χ^2（1）
=14.80, p<.01）、「自分は働き、相手に育児休業を取得
してもらいたい」についても男性が有意に高い結果と
なった（χ^2（1）=60.20, p<.01）。

　一方、女性の 18.1％は「育児休業を取得せず働い
て欲しい」と回答しており（χ^2（1）=45.67, p<.01）、
育児休業を取得するのであれば「別々のタイミングで
取得して欲しい」と回答する割合も 28.2％と男性より
も有意に高い結果となった（χ^2（1）=38.34, p<.01）。
　このように、本調査結果でも、学生がジェンダー別
の役割認識を保有し、育児は女性、家計を支えるのは
男性と考える傾向があることがわかる。また、育児休
業の取得についても、夫婦で育児をするための休業を
考えている人が男女ともに多いが、女性では自分が仕
事に復帰した後等に分担して欲しいと考えている人が
男性より多く、自分自身のキャリアと関連して育児を
考えがちであることが推測される。
　上記までの回答内容については、育児休業に関する
施策についての知識が影響している可能性があるた
め、「日本の育児休業の取り組みについて、『知ってい
る』項目を選んでください。（複数回答可）」と聞いて
いる。その結果（図 10）、「全て知らない」とした回
答が男女ともに最も多く、「知っている」とされた選
択肢の中では「2020 年度の男性の育児休業の取得率
は、約 1 割である」が最も多かった。育児休業中の所
得に関係する、「育児休業中の給料はないが、国から
給料の約 7 割が支給される」については男女ともに 2
割以下の認知にとどまっている。

3. 大学生に対するフォローアップインタビュー調査
3.1 調査の概要
　 2 節で述べたアンケート調査結果では、複数の点に
おいて性別および居住地での有意差が見られ、それぞ
れの傾向が見られた。このような回答結果の背景を探

るために、都市部 3 名（男性 2 名、
女性 1 名）および地方 4 名（男性
2名、女性2名）に対するフォロー
アップインタビュー調査を 2022
年 11 月に実施している。このイ
ンタビュー調査の対象者の属性は
以下の表 2 に示され、具体的な質
問内容は資料 1 を参照されたい。
以下、このフォローアップインタ
ビュー調査の回答結果を、それぞ
れの ID によって示していく 3。

　　図 9：パートナーの育児休業取得に対する考え
　　　　　（出産予定者・性別）

図 10：日本の育児休業の取り組みについて知っていること（性別）
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表 2　フォローアップインタビュー調査対象者の属性
　　　（大学生）
ID 性別 居住地 学年 将来の希望進路
A 男性 都市部 3 民間企業
B 女性 都市部 3 民間企業
C 男性 都市部 3 民間企業
D 女性 地方 2 民間企業
E 女性 地方 2 民間企業
F 男性 地方 3 民間企業
G 男性 地方 4 民間企業（就職先決定）

＊ D 及び E は、同時にインタビューを実施

3.2 フォローアップインタビュー調査結果
3.2.1 理想の働き方、職場環境で重視すること
　アンケート調査結果では、「福利厚生の充実」「収入
が高い」「良好な人間関係」を重視する回答が全体的
に多くみられ、また女性より男性の方が、また地方よ
り都市部の方が昇進を重視しており、一方で女性は男
性に比べると人間関係が良い環境でバランスよく安定
した状態で働くことを望んでいる結果となっていた。
この結果をふまえ、インタビュー調査の対象者に対し
て、職場の人間関係や職場環境への希望、「福利厚生
の充実」と「満足できる給与」のどちらを優先するか
について聞き、その理由や背景にあるものを聞いたと
ころ、収入への拘りは都市部男性に顕著で、彼らも福
利厚生の充実や良好な人間関係を望んでいない訳では
ないが、自分のキャリアプランの中では高い収入を得
ることで私生活の充実や自身の満足感も得られると考
えている意見がみられた。

A（男性・都市部）：「若いうちは、バリバリ働き
たい。将来のために、家庭を持った時に、十分な
収入があるために若い時間を犠牲にしたいという
のはあるので。そういう意味だと、答えとしては、
短期的に見ると、やっぱり満足できる給与にはな
りますけど、中長期的に見ていくと、福利厚生の
充実も、年を取った時には必要なのかなというの
は思います。」

C（男性・都市部）：「同僚はたくさんいる会社が
いいかなと思っていて、チームも仲がいいほうが
仕事をする上でもいいと思っています。ただ、仕
事仲間って、結局仕事仲間でしかないという風に
思っている。一方で、福利厚生って基本的にはお
金で買える。買えないものももちろんあると思う
のですけれど、買えるものもあって、そこでお金
を対価に時間を捻出することができれば、それは

汎用性の高い給与のほうがいいかな。」　

　また、回答者 D（女性・地方）は、前述の都市部の
男性と同様に収入への拘りをみせていた。高い収入を
得ることで快適な職場環境が得られると考えている旨
の回答があったが、これは後述（3.2.3 節）の都市部
で働く叔母をロールモデルとして自身のキャリアを重
ねているからかもしれない。

D（女性・地方）: 「休む時もお金払って休むとか
があるじゃないですか。そういうふうに休みはつ
くろうと思えばつくれるかなと思うけど、福利厚
生重視にすると給料が低くなるので、その分生活
は楽かもしれないけど、お金を払わないとできな
いことができなくなるかなと。」

　一方で、他の女性（都市部・地方）と地方の男性は、
収入より良好な人間関係や福利厚生を重視すると回答
している。

B（女性・都市部）: 「ガツガツしてない職場が希
望。人間関係や環境が穏やかな職場が好ましい。
皆が『前へ、前へ』という職場環境や雰囲気よ
り、成果主義になり過ぎない職場を希望する。ま
た、基本的に安定した生活を送れるくらいの給料
はあってほしいように思うけれど、そこまでいっ
ぱいお金が欲しいという感じではなくて、どちら
かといえば働きやすい職場に就ければ一番良いと
考えています。できれば東京勤務がよくて、実家
から通える距離がいいと考えている。」

E（女性・地方）: 「相談事とか、1 人で抱え込み
過ぎないように、同期でも、年上の人でも年下で
も、取りあえず相談とか、一緒に取り組めるみた
いな何かそういう環境があったらいいなって思い
ます。お金目的で体を壊したら意味ないと思った
りするので、やはり休みたい時にしっかり休める
ような制度があるほうが安心して働けるかな。」

F（男性・地方）：「まず、給料はそんなに高くな
くていいので、とりあえず人間関係がいい所で、
どこか思いやりのあるような、そういう言動があ
る人たちが集まる会社がいいなとは思います。
福利厚生が充実していて、ちゃんと働いた分はも
らったり、適切な休みは欲しい、もらえるよう
な会社がいいですね。また、詰め込み過ぎて駄目
になるくらいだったら、最初から無理だと思った
らすぐ言えるような、そういう環境に身を置きた
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い。」

G（男性・地方）：「人事とか互いの人間関係に関
する、上へのフィードバックが、積極的に定期的
にあるようなところを意識し、職場の雰囲気や人
当たりを重視している。福利厚生の面では、どん
どん勉強していきたいと思ってるので、資格の取
得補助とかが充実したところであれば、それ以外
は特に拘りはなくて、一般的な福利厚生があれば
いいかな。僕は、（業務上）土日とかは仕事のほ
うを優先すると思うし、その頑張りの対価として
給与が上がったらいいなとは思っています。」

　これらの回答からは、高い収入への拘りがあるグ
ループの方が仕事や自身の役割に対して積極的な印象
があり、一方で、良好な人間関係や福利厚生の充実を
望むグループは、やや受け身な印象が感じられる。し
かしながら、受け身に感じられるグループにおいても、
適正な評価とそれに見合う給与を求める姿勢は強く、
一定レベルの生活が維持できる程度の収入が保証され
ていることが前提での選択と捉えられる。
　高い収入を得るためには責任ある立場に昇進するこ
とが求められるという前提を説明したうえで、昇進へ
の拘りとその理由について問うと、収入への拘りのあ
る回答者は、

A（男性・都市部）：「充実した給料を得る、収入
を得るためには、やっぱりある程度の昇進も結果
として必要となってくると思う。ある程度リスク
を取らないとリターンが返ってこない。経済的な
基盤は自分がやりたいことや夢を実現するために
は必要だと考えている。」

C（男性・都市部）：「昇進には拘りがある。理由は、
職位によってやる仕事ってだいぶ変わってくると
思うんです。僕が行こうと思っている IT、シス
テム開発業界では、入社当初のアソシエートでは、
開発とか、お客さんと打ち合わせするとか、そう
いうとこだと思うんですけど、職位が上がるに連
れて、チームマネジメント的なこととか、あと役
員ぐらいになれたら経営とかに携われるじゃない
ですか。そういう面で、どっちかっていうとそっ
ちの仕事がしたいので、拘ると思います。」

と回答しており、昇進による責任や権限の拡大を自覚
したうえでの拘りを見せていた。
　他方、D（女性・地方）は、ライフイベントを見据え、
休業期間なども考慮した回答をしていた。

D（女性・地方）:「結婚とか出産した時にどうし
ても休む時期ができると、やっぱりそこから上が
るのは難しいなと思うので、それだったら結婚と
か、そういうふうになって昇進できる前にできる
だけ上の立場に就いたりして、その立場でしか経
験できないことを経験してみたいなっていうのが
ある。」

　また、高い収入より福利厚生の充実や良好な人間関
係を望むとした回答者の昇進に対する意向は、以下の
通りである。

B（女性・都市部）:「今のところ特に昇進への
拘りはあまりなくて。実際働いてみたらたぶん、
後々拘りというのは出てくるかなと思うのですけ
れど、今の段階では特に強くは考えてはない感じ
ですね。
　環境というかワークライフバランスが保てる方
が重要だと考える。しかし、それはほどほどの給
与が出るという条件付き。」

E（女性・地方）:「仕事は続けたいが、特に拘り
もないですし、取りあえず社会と関わっていた
いっていうのが一番にあって、その中で自分の成
長とかにつなげていけたらいいので。昇進にはそ
んな拘りはない。」

F（男性・地方）：「リーダー等になりたいという
強い気持ちはないんですけど、ならざるを得ない
んだろうなと思うので、お話が来たら多分受ける
と思います。」

G（男性・地方）：「すごく昇進したいっていうよ
りは、自分の持っている経験とか知識がちゃんと
釣り合っているっていう役職に就きたいです。僕
の職場では、資格取得が昇進の 1 つの条件なので、
そういった面では安心かなと思っています。」

　これらの回答者では、昇進に対する拘りにおいても、
理想の働き方への回答と同様に、やや受け身で積極的
ではない印象がある。自分が競争を勝ち抜いて手に入
れるというよりは、評価されてオファーがあれば拒否
はしない、その背景には自分の活動が評価されたこと
への満足と立場を与えられれば達成できるという自信
が垣間見える。本調査の対象者は、いわゆる Z 世代 4

であり、日本能率協会マネジメントセンターが例年実
施している調査（2021 年 6 月）において報告された、
Z 世代の働く価値観として「自分のことを認めてくれ
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る環境で、無理なく、無駄なく成長したい」という特
徴とも合致している（日本能率マネジメントセンター，
2022）。

　以上の回答に見られるように、昇進を重視する回答
者は都市部 2 名、地方の女性 1 名であった。その理由
を見ると、昇進を重視する回答者は、経済的な基盤を
整えることや昇進によって権限の範囲が広くなるこ
と、福利厚生で保証されることは金銭によって置き換
えることができるといった点を挙げている。一方で昇
進を重視すると回答した地方の女性は、結婚・出産等
のライフイベントによって昇進重視の働き方を保持で
きなくなることを予想したうえでその前にある程度昇
進しておきたいといった回答であった。「昇進への拘
り」がある回答者でも、男性と女性ではその理由が異
なっているのは、女性の方がより現実的に自分の将来
のキャリアとライフイベントについて当事者意識を
もって予測して備えようとしていることを示唆してい
る。
　インタビュー調査は、人数が少ないため各回答者の
個人的な背景や個性があることを配慮しなくてはなら
ないが、対象者においては、男性より女性の方が、よ
り現実的に将来のライフイベントと自分のキャリア志
向を重ねて考えており、都市部より地方の学生の方が
やや保守的な傾向がみられた。

3.2.2 自分とパートナーの出産後の就業継続
　自分とパートナーの出産後の就業継続に関して、イ
ンタビューの回答者は、男女ともに将来のライフイベ
ントによる自身の環境変化を予測して回答していた。
しかし、そのなかでも自分またはパートナーの出産に
よるキャリアへの影響や関わり方について聞くと、出
産当事者となる女性とパートナーの出産という間接的
に影響を受ける男性では回答に違いがみられ、さらに、
都市部と地方の差異が顕著な結果となった。また、男
女ともにパートナーの意向や働き方を尊重するという
回答が多く、この点では都市部と地方の差異はみられ
なかった。具体的には以下のような回答となっている。

A（男性・都市部）：「育児とか家事とか炊事、そ
ういう部分に対して、別にネガティブな考えはな
い。お互いに分担してやっていけばいいなと考え
ている。一番尊重したいのは、そのパートナーの
意見や考えで、パートナーが、職場復帰したいと
思うなら、その意見を尊重したい。もう専業主婦
でやるって言うんだったら、それも尊重する。
自分の体よりも子どもを優先したいなって思う
ので、できる限りのことをしたいなというふうに

思う。パートナーが自分よりも高収入であれば、
パートナーには働いてもらい、休暇を自分がとる
こともかまわない。女性だけが育児を行うという
考えはない。それは古くてダサい考えだと思う。」

B（女性・都市部）：「パートナーがフレックス勤
務が可能な職場等であれば、家事も育児も出来る
限り平等に分担したい。育児休業は自分もパート
ナーも 1 年程度とれると良いが、一緒に育児する
時期と別々に休暇をとってリレーすることも考え
たい。」

C（男性・都市部）：「育児休業は 6 ヶ月から 1 年
くらい取得したい、取得はパートナーと交替する
形で、どちらかが社会との接点を持ち続けるよう
にしたい。2 人のキャリア形成のためもあるし経
済的な理由もある。」

D（女性・地方）:「育児休業を取得後、同じ職場
で時短やパートとして復帰し、育児が落ち着いた
らフルタイムに戻したい。パートナーには、育児
は（フルで仕事してると関われない部分もあると
思うので、）休みの日ぐらいでいいんですけど、
家事は半分ぐらいの割合で分担して欲しい。」

E（女性・地方）:「育休後はパートタイムで復帰し、
その後は同じ会社でも別の会社でもフルタイムで
働ければと思う。社会との接点を持ち続けるため
に働き続けたいと考えている。社会とのつながり
は維持したいので、結婚・出産後は同じ職場でな
くてもよいが働き続けたい。
　パートナーには育児のほうをやってほしくて、
家事は自分が多くてもいいですけど、やっぱ育児
は一緒にやりたいっていう思いが強いので、そち
らにちょっと仕事で関われない分、もう家事はし
なくていいから、子どものほうとちゃんと関わっ
てあげてほしいです。」

F（男性・地方）：「自分が家事を担当するのが良
い。子育ては、休みで家にいる間はもうずっと見
てあげようかなとは思います。
　二人で育児休業を取得し一緒に育児をしたい

（一人で育児を担当するのは自信がない）が、所
得が減るなら、自分は 1 か月くらいが良い。」

G（男性・地方）：「自分が育児休業とりたくない
わけではないが、人付きあいが大切な仕事なので、
長期間休むことで支障が出る懸念があり、仕事が
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優先にならざるをえないのではないか。現時点で
は、とらない方が良いのではないか？と考えてい
る。今後の仕事に影響があるなら、育休を取るっ
ていうよりも、早めに仕事を切り上げて帰るって
いう形で手助けするほうが現実的ではないかと
思っています。パートナーの意向は尊重するが、
経済的な面で子供を産み育てる余裕がないのでは
なかと心配する。」

　このように、出産後の就業継続についての質問への
回答では都市部と地方の差が顕著にみられた。地方の
学生は男女ともに、育児は女性が主に担うものという
ことを前提に回答していた。そのうえで、男性はでき
る範囲でサポートする、もしくは育児以外の家事を分
担して女性を助けるといった考え方のように見受けら
れた。性別役割認識を疑うことなく自覚し、それにし
たがって、パートナーとの育児等の分担をしていこう
と考えている様子がうかがえる。家事や育児の分担に
ついて男性が後ろ向きな訳でもないが、あくまでもサ
ポートとしての役割を当然と考えており、女性もまた
パートナーに求めるのはサポートといった考えがある。
　一方で、都市部の学生は、A の回答に見られるよ
うに女性のみが育児をするといった考え方を持ってお
らず、相手のキャリア形成や社会との接点、さらには
家計の経済的な安定などを考慮したうえで、二人でよ
り良い方法を考えようとしている。
　また、アンケート調査結果（図 10）と同様に、多
くの回答者が、育児休業期間には企業から給与が支払
われず、社会保険からの育児手当が休業前給与の 7 割
程度になることを知らず、経済的なダメージがあるな
らば 2 人揃っての長期間の休業は難しいと感じている
様子がうかがえた。

3.2.3 キャリア形成に影響を受けた要因
　アンケート結果および上記のフォローアップインタ
ビューでの回答の背景には、各回答者のキャリアや就
業に対する考え方を形成する上で影響を受けた人物や
出来事が関係していると思われる。そこで、各回答者
に自らのキャリア観や働き方についての自己の認識に
影響を与えていると思われる人物やそれに関連する出
来事などを聞いたところ、全員が両親や兄弟、叔母な
どの家族あるいは親族を挙げており、具体的には次の
ような回答であった。

　家族・親族　
A（男性・都市部）：「父と兄。父や兄が文武両道
を実践して、実際に結果も出しており、家族から
受けている影響が大きい。中学生ぐらいの時に父

の職業を調べたことがあり、父が競技をしていた
スポーツをやめた後にちゃんと勉強したというこ
とがわかり、中学生ながらすごいと感じた。大学
生になってからも、父と同じ分野の勉強をしてあ
る試験に合格したが、それ以上に難関の資格試験
を父がパスしており、『並みの努力じゃ無理だ』
というのは感じた。
　母からは、常に選択肢を広げて準備するように
幼い頃から言われてきた。中学生、高校生ぐらい
の時から、両親に『どうするか考えておきなさい
よ』ということをずっと言われて育ってきた。『ス
ポーツをやりたいんだったら勉強しなさい。ス
ポーツが強いところでやりたいんだったら、受験
をしなきゃいけないから、受験勉強の必要な塾に
行かなきゃいけないんだよ。そしたら、何かを犠
牲にしなきゃ駄目だよね。遊ぶ時間を削る？ ゲー
ムする時間を削る？』という風に自ずと考える癖
がずっとついてきた。兄や両親の友達などを紹介
される時も、『こういう生き方もあるんだよ』『こ
ういう人もいるんだからね』と示してもらった。
そういう選択肢を広げてくれたのは、やっぱり両
親。」

B（女性・都市部）：「6 歳年上の兄がおり、兄の
働き方を見て影響を受けたところが大きい。兄は、
私が望むような、割と穏やかな職場で働いており、
兄の働き方が理想的なモデルになっている。今ま
での自分の進学やアルバイトなども、兄と同じ道
をたどってきている。母からは、基本実家から通
える距離でいい就職先が見つかれば、ということ
は言われる。
　最近は女性の社会進出のことはよく言われてお
り、将来自分も働ける環境になるのかなという期
待を少し持っている。でも、影響を受けていると
なったら、結構身近な人からが多い。」

C（男性・都市部）：「父は普通に何回か転職をし
てキャリアアップするというタイプの人間で、そ
れが普通だと思ってここまで生きてきた。イン
ターンシップで参加した会社に行ってもそういう
人ばかりで、こういう世界が普通であると自分で
も思っていた。けれど、ある先輩と話した時に、
その先輩は就職先に定年まで働くつもりと言って
いて、それを聞いた時に『そんな人がいるんだ』
と衝撃を受けた。（父が）職を変えながら、その
中でいろいろと逞しくフレキシブルに生きていく
様子を横で見ていると、そういうことが当たり前
という風にやはり自分も小さい時から思っていた
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のがベースにあるかもしれない。」

D（女性・地方）:「母は子どもが好きで幼稚園の
先生の資格を持っており、自分が働いていても、
母に子どもを預けてくれていいと言ってくれてい
る。その母から、出産後も女性が経済力を持つた
めにも働き続けた方が良い、何があるか分からな
いから、保険としてでも働いとくほうがいいとア
ドバイスを貰っている。
　子どもを産んでも働きたいと思ったのは、叔母
の影響。叔母が都市部の大企業に勤務しており、
子どもを産んで育児休業も取得した上で働き続け
ている姿をみて、自分もそのように出来たらと
思った。叔母は独身の時は仕事が忙しそうだった
けれど、その分楽しそうでもあった。企業で育休
を取って育児もちゃんとでき、その後も働くこと
ができる、自分もそういう環境だったらうれしい
なと思い、叔母の働き方は強い影響を与えてくれ
た。」

E（女性・地方）:「自分は、パートナーと一緒に
育児をしたいと思う。それは母の経験を聞いたこ
とが大きく影響している。私の母は、私を育てる
時にかなりワンオペ（育児）状態であり、大変
だったように感じる。今は、母と一緒にドラマな
どを見ているときに、一人で育児をして鬱（うつ）
になるお母さんが出てくると、母は『よく、私は

（そう）ならなかったな。』と思うぐらいだそう。
なので、自分はパートナーと一緒に育児をしたい
と思うようになった。父親からは特にこうしなさ
いと言われたことはない。」

F（男性・地方）：「父親。無口で、父はああしろ、
こうしろは言わずに、『やりたいんやったら、や
れ』という感じであまり怒られたこともなく、う
るさく言われたことはない。父が夜勤だったので、
家族といる時間がどうしても少なく、自分は（働
くなら）夜勤は避けたいなと思ったが、父は休日
は一緒に遊んでくれて、ちゃんと接してくれよう
としていたと思う。（父の姿を見て）仕事の愚痴
はこぼさないようにしたいとも思った。父はあん
まり拘りがないようで、親同士の喧嘩もなく、仲
が良い。自分の身近な人もそういう働き方で生き
てきている様子を見て、そういうのがやっぱりい
いなと感じる。自分は職場の人間関係が良いとい
うことを重視しており、やっぱり衝突や競争より
は、そういう人間関係のほうが自分にも合ってい
ると思う。」

G（男性・地方）：「一番大きかったのは家族。父
は地元で働いて、とても楽しそうにしていたの
で、自分もそういう働き方をしたいと考えるよう
になった。自分も、第一条件が地元で働きたいと
いうこと、家族の助けになるようなことをしたい
ということを考え、そういう働き方が理想かと。
父は個人事業者で、父親の仕事を手伝っていたこ
ともあり、具体的な働くイメージは、自分の中で
は父の仕事が一番大きい。父がお客様の話をする
時の顔が好きで、こういう風に働けたら面白いん
じゃないかと。自分は何かを作りたいとかはなく、
人付き合いの中で自分の存在価値を示せたらいい
な、それでお給料をもらえたら一番いいかと思っ
た。」

　家族・親族以外の影響としては、アルバイト、イン
ターンシップ先が多く、それ以外に友人の両親、学生
時代のクラスメイト、教員の影響が挙げられている。
特にアルバイトやインターンシップ先では自分がどの
ような働き方をしたいのかを考えさせられる経験が
あったことが複数の回答者から語られている。

　アルバイト
B（女性・都市部）：「アルバイト先の先輩。現在
はそのアルバイト先に就職していて、どちらかと
いえば穏やかで、あまりガツガツしてない印象
だったけれど、裏では頑張っていて、その先輩の
姿はそれが理想的に思えた。」

D（女性・地方）「以前、アルバイトで働いていた
職場がブラックな職場のようであった。正社員は
休みの時も会議に必ず出席していて、残業代も出
ない、給料はそんなに上がらないとか、とても疲
弊しているように見えた。それを見て、自分はそ
ういう仕事は選ばないようにしようと思った。」

E（女性・地方）「現在、アルバイト先のチーフ
スタッフさんが、学生で年上の先輩であり、その
影響を受けた。その先輩は社員にも頼られてお
り、他の人からもあの人はすごいと言われていて、
かっこいいと思う。でも、自分は結構忙しいとし
んどいなと思うことも多いので、（その先輩は）
かっこいいけれど、自分は忙し過ぎると自分の体
調的にも精神的にも結構しんどいと思う。自分は
そこまではできないかも？と考えてしまう。もう
少しワークライフバランスを重視したいと思う。」

F（男性・地方）：「現在のアルバイト先の管理職
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の方を見ていると、ずっとお店にいて、かなり長
時間労働になるのであれば、僕だったらもしかし
たら転職を考えるかもしれないと思った。」

　インターンシップ
C（男性・都市部）：「ある外資のメーカー企業
で、半年ほどインターンをして、その中でいろん
なインターン生と関わり、基本的に外国人とか帰
国子女が多かった。その中で、自分や自分の周囲
の学生と、そのインターン先の学生を比較した時
に、『絶対負ける』と思った。今は、日本という
ある程度恵まれた環境でみんな普通に大学に行
き、育ってきて、ある意味周りの世界を知らずに、
自分も含めてここまで来てしまっている。けれど、
外資の企業に行くと、本当に世界が違い、普通に
日本語と英語とプラスもう一つくらい違う言語を
話す外国人の学生もいる。これから日本のマー
ケットが狭まって、いよいよ本当にグローバル化
しなくてはいけない時に、日本人の価値が大暴落
しそうであると思った。なので、そういった世界
でも自分は生き残れるように、グローバル性と専
門性を重視して、企業を選んだ。」

G（男性・地方）：「インターンシップ先の影響が
大きい。そこで、どうやってお客さんと話すか、
話す内容、どうやったらお客さんを喜ばせること
ができるか、学ぶことが多かった。最初は自分も
慣れなくて苦戦したけれど、話し方のノウハウな
どを教えてもらった。それまで接客業にはあまり
自信がなかったが、そこで自信がちょっとついて、
今の就職先の業界でも行けるのではないかと思え
た。また、その企業が事業を拡大しようとしてい
る時期でとても楽しそうだったので、何かを一緒
に盛り上げていく、それに一生懸命になるという
働き方は面白そうだとは思った。でも、それと同
時に大変そうで、社員の人たちは忙しくずっと働
いていた。それを見て、自分に実力がついたらい
いが、自分には多分無理かなと思った。」

　クラスメイト、友人　
A（男性・都市部）：「中学校が公立中学校で、ク
ラスの中でも学力にかなり差があった。中学校時
代に自分よりも優秀な人も含めて色々な人を見
て、目先のことだけを考えて生きているようには
なりたくないと思った。中学時代に、スポーツ
でプロを目指して海外に行くレベルの子もいたの
で、その子からポジティブな影響をもらった。こ
の人がこんなに頑張っているんだったら、自分も

まだ頑張れるなと。遊ぶことが全てではないとい
うのは、中 2、中 3 ぐらいで悟ってた部分はある
かもしれない。」

F（男性・地方）：「友達の親が自営業でお店をやっ
ていて、家とお店が一緒になっている所で、そこ
に泊まらせてもらったり、遊ばせてもらったりし
た。そこで働いてる友達やそのご両親が基本家に
いて、お客さんが来たらお店に立って、そういう
様子を見ることができた。仕事モードと、家で過
ごす時との切り替えをどうなってるのかなと思っ
たが、それがうまくいっていて、とても楽しそう
にやっているように見えた。」

　
　教員

F（男性・地方）：「自分の指導をしてくれている
先生が職場に家族を連れてこられていて、そこで
大学の施設を使ったり、食堂で食事されていた。
自分は職場と家庭を分けたい派であるが、いい意
味で家と職場との境目がないのもいいなと思っ
た。」

　本インタビュー調査結果では、性別や居住地に関わ
りなく、身近な家族の影響が全員から認められ、また
学生として関わりうるアルバイト、インターンシップ
先での影響を受けて、キャリア観が形成されていると
する回答が多かった。この点について C の以下の意
見はその感覚を如実に表現している。

C（男性・都市部）：「大学生では、そもそもあま
り（社会人と）関わる機会もない。大学生になっ
ても、それこそインターンシップに参加しなけれ
ば、社会人と関わる機会はないと思う。社会人と
関わる機会がなければ、自分が見ている社会人は
基本的に自分の親だけで、僕はそれこそ去年まで
はそういう感じで育った。」

　他方、政府や行政機関の取り組みとして記憶に残っ
ていることをあげた回答者は 1 名のみであり、次のよ
うな先進的な取り組みを行っているケースがあること
が認識されていた。

D（女性・地方）：「兵庫県明石市の市長さんがす
ごい取り組みをされている。だから、どこ（の地
域で）もあのようになってくれたらいいなとは
思った。」

　また、就業継続に関する意向やキャリア観には、社
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会に出てからのジェンダーによる差異や出産後の就業
継続に関して受けた教育内容がその価値観の形成や認
識に影響していることが考えられる。そのため、これ
らについて教育を受けた経験を聞いた結果、以下のよ
うに教育機関での学習機会はあったとする回答者はい
るものの、印象深いという回答はほとんどみられな
かった。

A（男性・都市部）：「あまりそういった記憶はな
い。育児休業の取り方やそれらとキャリアとの関
係性についての授業は受けたことがない。自分の
感覚では、知る機会が意外と少ないのかもという
のがある。そういった授業も自分から取らなけれ
ば得られない。もちろん情報というのはそういう
もので、自分から取りに行かないといけないとい
うのは分かるけれど、どちらかといえば、意外と
身近なものでもないように感じている。」

B（女性・都市部）：「実際、自分が中学、高校で
どのような教育を受けたかというと、あまり覚え
ていない。おそらくそういう授業がなかった、あ
るいは教えてもらえる環境ではなかった。大学生
になってからも、そのような授業はないと思う。」

C（男性・都市部）：「中学時代の公民の授業や大
学で履修したジェンダー関連の授業を受講し、男
女共同参画に関する法律や制度の歴史に関する知
識等を得て、法律名や制度のことは覚えている。
講義を受けて試験にもでるので法律名や制度のこ
ととかは何となくは覚えている。ただ、それに
則って、さらにその先の話を考えるような教育が
あったというのは記憶してない。」

D（女性・地方）:「男女平等について、社会科で
勉強したのは覚えているが、道徳とかの授業では
どちらかというと、差別そのものを取り扱ってい
て、男女平等には重きを置いてなかったと思う。
なので、あまり学校で勉強した記憶はない。」

E（女性・地方）:「男女平等とか男女共同参画と
かでは思い出すものはない。LGBTQ とか、そう
いった話は、道徳とか高校の総合の授業などで話
し合いの場が設けられたりした。その授業では、
偏見を持たないようにしようしても、そもそもイ
メージだけで無意識に先入観があることを気づか
せてもらい、その授業は印象に残っている。」

F（男性・地方）：「高校の現代社会の授業で、男

女共同参画の取組みがあることを聞いた記憶もあ
るが、あまり印象に残っていない。大学でもその
ような授業はとっていない。」

G（男性・地方）：「男女の意識について、印象に
残っていることや授業を受けた記憶は特にはな
い。多分、常識程度には知識はあると思うが、深
い部分はわからない。」

　このように、男女、都市部・地方ともに、ほとんど
の回答者から、男女共同参画や育児休業の取得等につ
いての教育を受けた経験が豊富ではないことが述べら
れている。他方、ニュースやマス / ソーシャルメディ
アあるいは実際に目にしたことを通じて、ジェンダー
平等や女性の社会参画を促す社会的風潮をそれとなく
感じている場合はあり、次のような回答がみられた。

　ニュース、メディア
B（女性・都市部）：「ジェンダーの話は割と話題
に上っており、ニュース等で感じ取っている。」

C（男性・都市部）：「女性の就業に関する報道と
か政府の施策などは知っているが、そのような報
道による影響はそこまで大きくないかと思う。」

D（女性・地方）:「ニュースや、多分ドラマの内
容でも、夫婦になったら共働きのケースが多いし、
あとは SNS で男女平等とか LGBT に関する内容
が流れてくるので、社会的にそういう流れなのか
なと感じる。」

E（女性・地方）:「ニュースとかで、実際に企業
がこんなことやってますというような、そういう
テレビで取り扱われるのが何か多くなったという
印象が強い。」

F（男性・地方）：「男女の平等意識についてはテ
レビ、ネット、SNS でそういう事例とかを見て、

『そうか、それぞれで役割が変わってもいいんだ
な』というように思ったことはあり、幾つか記憶
には残っている。自分が見たのはニュースで、そ
ういう家庭を取り上げたドキュメンタリーのよう
な内容であった。ニュースや、会社がそのような
取り組みをやっているというのは聞くが、それ以
上の深い情報は、自分が聞いてないのか、聞いて
てもすぐ忘れるだけなのか、あまり印象にはない。
　Twitter とか YouTube で、ジェンダー平等に
ついて過激な発言をする人たちの言動を見たり、
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それに対する反応を見たりすることもある。ただ、
意見の違う人を卑下し過ぎたり、自分たちの性を
誇張し過ぎだったりしている様子も見ると、特殊
な一部の人達の極端な活動なのではと感じる。」

G（男性・地方）：「例えば、LGBTQ に関する報
道があった時には、自分にとってはまだよく分か
らないけど、デリケートな問題であると思うので、
あまり深く考えられない。役割意識についても、
受け入れる、受け入れないじゃなく、ただそこに
あるみたいな、そんな感じ。あえて触れないけれ
ど、別に否定をするわけではない。それが、多分
一番いい接し方ではないかと自分の中で思ってい
る。」

　出身高校での変化
B（女性・都市部）：「特に教えられたことはない
けれど、今、自分が通ってた高校の学生を見ると、
女子もズボンを選択できるように制服が変わって
たり、校則も変わってたりして、何か実際に言わ
れたわけではないが、『多様性を重視する世の中
に結構近づけているのかな』という印象はある。」

　これらの回答を見る限り、学校教育での影響よりも
むしろ、メディアや実際の社会変化を通じてゆるやか
に認知されている場合が多いように思われる。しかし、
その影響も強く認識されている場合は少なく、また、
次の D の回答に見られるように、そのような情報に
触れたとしても、大学生であれば、あまり当事者意識
を持てないことも不自然ではない。

D（女性・地方）：「男性も育休が取れるようになっ
ているという情報は知っているが、男性の育休に
ついては、やっぱり結婚してからでないと（自分
にはあまり）関係しないと思う。自分は結婚して
からも、（子どもや育休について）どちらでもい
いという感覚なので、余計にあまり気にならな
い。」

3.2.4 キャリア・ジェンダーに関する教育内容への要望
　大学生にとって、どのようなキャリア教育やジェン
ダー平等、自らやパートナーの出産後の就業継続に関
する情報提供や教育内容が望ましく、必要であると考
えられるであろうか。この点については、以下のよう
な意見が寄せられており、自分や将来のパートナーが
社会人となって生活し、働いていく中で、産休や育休
の取得が所得やキャリア形成にどう関係するか、それ
らがその後のライフスタイルにどのように影響してく

るのか、パートナーと自分にどのような選択肢がある
のかといったことをイメージできるような教育内容、
情報があげられている。

A（男性・都市部）：「自分自身はまだ家庭をもっ
たことがないのでわからないし、実感がわかない
ものの、実際に同年代の友人には結婚したり、子
供を産む予定があったりする人も出てきている。
自分がそういったこと（育児休業の実態や補助金
のことなど）を知っていて、そのような友人にい
いアドバイスをしてあげられたらいいと思う。育
児休業中の所得が、それ以前のおおよそ何パーセ
ントになるとか、実際に何日くらい育児休業を取
得するとこういうことができるとか、リアルな数
を教えてもらったほうが、高校生とかだったらよ
り刺さると思う。育児休業を取っても（所得での）
マイナスがそんなに大きくないのかとか、そうい
うことを考えていく上で、当事者の話を聞くとい
うのはとてもイメージが湧きやすい、想像しやす
くなるのかとは思う。」

B（女性・都市部）：「インターンシップとか会社
説明会とかで、企業は育児に関することについて
は全然触れないが、それこそ大事だと思う。福利
厚生とかの話はあるけれど、育児、その後の就業
の話などは特に出ない。『子どもはいらない』と
いう人もインターンを受ける人にとってはいるだ
ろうし、他とは違う企業の情報を与えたほうがい
いと考えていると思うけれど、私からしたら、や
はり育児は大事なところではあるので、説明が欲
しいと思う。」

D（女性・地方）：「自分が子どもを産んで結婚し
てからのキャリアの考え方は分かるけれど、パー
トナーとどういう風にうまく組み合わせて、もっ
と楽にするのかという方法が分からないし、周り
にパートナーも自分も育休を取っている人がいな
い。旦那さんも、多分、良い方法などが分からな
いだろうし、そのままではあまりうまくいくと思
えないので、パートナーとともにうまくできてい
る事例とか、（育児休業制度を）うまく活用する
方法が知りたい。男性の育休の使い方がわからな
い。もう少し使い方が分かれば、自分の将来像も
変わってくるかなという風に思う。」

E（女性・地方）：「（育児休業について）『そうな
んだ』で終わっているところが多く、やっぱり経
験談は聞きたい。性別での身体的な差に関して高
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校時代に女性特有の症状にとても悩んでいた子が
いて、女性の休暇についても男女ともに経験談や
講義を聞いたりするのが大事であると思う。ただ、
自分に『実際にどう？』とか聞かれるのはあんま
りいい気がしない。」

F（男性・地方）：「自分が通っていた学校の先生
が、職場結婚されて、お子さんを育てている時期
だったことがある。その時はあまり聞かなかった
が、結婚や育児に関する実体験を、情報や知識と
してではなく、先生の体験談から聞きたい。」

G（男性・地方）：「就職活動では、自分の知識だ
けでは全然考えが及ばないようなことがたくさん
あったので、そういった意味でも、就職以外の働
き方、生き方なども教えてくれたらいろんな選択
肢が増えたのではないか。
　自分は就職活動の時に（育児休業や出産後の働
き方など）あまり重視してこなかった。もし転職
して、自分のパートナーの働き方に合わせた働き
方にするとしたら、やっぱり育児休業というより
も、有給の取り方、休暇の消化率とかが目に付く
かと思う。あとは、例えば介護などでどれぐらい
の間休むことができるのか、融通がきくのかを聞
きたい。」

　さらに、教育方法としてグループディスカッション
やアクティブラーニングの有効性と課題を指摘する意
見が次のように述べられている。

C（男性・都市部）：「やっぱり理解する、覚える
ためには、自分で考えて、声を出して、他の人と
話しながらじゃないと進まないので、何かそうい
うものがあったらよかったかと思う。知識はつい
ても、自分の立場に置き換えられてないので、自
分の立場で将来のことを、ジェンダー、ダイバー
シティを考えたのも今回の調査が自分は初めてな
ので、そういった機会が一切ないと、やっぱり理
解は進まないと思う。一方で、大学の授業では講
義室に知らない人が周りに多くいるので、ディス
カッションの授業でセンシティブなことを話し合
うのも難しいのかもしれない。」

　教育の時期・タイミングについては、大学時代が 5
名、高校生以下が良いという意見が 2 名であり、以下
のようにその根拠が述べられている。

　大学
B（女性・都市部）：「実際、自分がまだ働いてな
いので分からない部分は多いけれど、就職して働
くとなると、結構男の人が中心、男性が前に出て
いるという印象がまだある。女性でもプロジェク
トの中心で仕事をするとか、長く続けることがで
きる、そういうお話は今のうちに聞きたい。就職
活動するに当たって人生設計もしなきゃいけない
ので、今の段階でそういうお話を聞ける場があれ
ばなとは思う。」

C（男性・都市部）：「高校生までは視野が狭く、
自分の高校の周りの友達、その高校の友達しかい
なかったので、何かそんなことを言われても、別
に適当に終わらせていたと思うが、大学生になる
とやっぱりいろんなことができて、そこでいろん
な考えが深まったりすることもある。その中でい
ろんな意見が出せると思うので、そういう授業を
やるなら、大学が一番良い期間ではないか。就職
活動の最中は、10 年後、20 年後のことを考える
余裕はなくなるので、1 − 2 年生のときにあると
良いのではないか。」

D（女性・地方）：「ジェンダーやそれを踏まえた
キャリア教育については、自分は早ければ早いほ
どうれしいと思うけれど、やっぱり 1 年生だと大
学に慣れていなくて忙しいので、聞いても流して
しまうのではないか。時期的には 2 年生の、ちょ
うど就活前に、そういうセミナーがあったらいい
かと思う。」

E（女性・地方）：「キャリア教育については、私
は取りあえず大学生活が始まる時点で、1 回は聞
いておきたいと思う。その時点で知っていたら、
例えば、アルバイトをする時も考えたりするかも
しれないし、早くから知っておくと、ふとした時
にでも考えることも増えるかなと思う。あとは、
就活のタイミングでもう一度でも良い。」

F（男性・地方）：「タイミングとしては、高校で
そういう話を聞いたとしても、当時は、多分のほ
ほんと聞いているだけだったので、より具体的に
自分のこととして考えられる大学入学後がいいの
ではないか。大学卒業した後のことを考え、大学
卒業後のイメージがわくような内容がよい。就活
前に聞くと具体的な将来像が描きやすい。」
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　高校以下
A（男性・都市部）：「小学校、中学校の時から、
価値観形成されていく中でもっと頻繁に、ジェン
ダーだったり、ダイバーシティの話だったり、バ
リアフリーなどもっと若いうちにやっておけば、
より柔軟に対応できたかもしれない。大学生では、
個々の価値観が形成されているので遅い気がす
る。」

G（男性・地方）：「育児休業やジェンダー、キャ
リアなどの教育を受けるタイミングは、高卒で働
く方もいるので高校生がいいのではないか。」

　これらの回答にみられるように、学年や年齢に応じ
て、より当事者として考えやすい教育内容や教育方法
が有用となる可能性が述べられた。

4. 考察
4.1 属性による差異と世代としての特徴
　本アンケート調査結果に基づけば、理想の就業環境
や出産後の働き方に関して、性別や居住地での差が見
られる結果となった。性別でみれば、全体として女性
は就業環境に関して、人間関係が良いことや、ワーク
ライフバランスを重視し、自分自身が結婚や出産など
のライフイベントによる影響を受けることを予想して
いる傾向にあったのに対して、男性は昇進や終身雇用
を志向し、ライフイベントによる影響を受けることを
あまり想定していない傾向にあった。また、自身ある
いはパートナーの出産後の働き方についての質問項目
では、共に育児に関わることが最も多く選択されたも
のの、育児休業の取得日数の希望や就業継続の理由に
ついては性別によって回答傾向が異なり、ジェンダー
別の役割意識や女性が家庭での役割を主に負うことが
全体的に意識されていることが観察される。このよう
に、それ以前の世代ほどジェンダーによる役割を意識
する機会が少ないと思われる世代においても、大学生
が実際に就職する以前から既に自分自身とパートナー
の働き方やキャリア形成について、ジェンダーによ
る役割意識が存在していることがある程度推察され
る 5。また、居住地別で見ても、昇進への意欲は都市
部においてより強く、地方の学生はより安定的な仕事
やワークライフバランス、人間関係 6 を重視し、他者
との競争を志向しない傾向があることが特徴的であっ
た。これらのことはフォローアップインタビュー調査
の回答においても確認された。
　これらの回答傾向の背景の一つには、回答者である
学生個人のキャリア観や就業観の形成に影響を与える
社会的背景や世代ごとの社会環境が関係しているもの

と思われる。世代という観点からみれば、本調査の回
答者群は、前述のようにいわゆる Z 世代と呼ばれる
層であり、ライフキャリアとワークキャリアについて
も、その前の世代とは少し異なる価値観を有している
と考えられる。前述の日本能率協会マネジメントセン
ター（2022）による調査結果において、Z 世代であ
る回答者が「仕事に求めている条件」は、「1 位 自分
らしい生活を送る」「2 位 仕事環境の心地よさ」「3
位 お金を多く稼ぎよい生活を送る」であり、特に「仕
事環境の心地良さ」はそれ以前の世代の過去調査結果
と比べて大きな違いがあり、仕事環境に心地よさを求
めていることがわかる。アンケート調査の回答者の
キャリア観や就業観については、Z 世代の特徴と同様
の傾向を示しており、フォローアップインタビュー調
査の対象者においても、昇進等による高い給与がより
よい生活に繋がることは認識していながらも、金銭的
な満足より良好な人間関係を重視すると回答者がみら
れたように、Z 世代の特徴が見受けられる。

4.2 キャリア観、就業観に影響を与える身近な社会人
　フォローアップインタビュー調査の結果では、回答
者のキャリア観、就業観に強く影響を与えた人物とし
て、最も身近な存在である家族が、性別や居住地に関
わらず、共通してあげられており、キャリア女性を対
象とした調査結果とも同様の結果であった（折戸・園
田、2018）。また、アルバイトやインターンシップ先
での経験が大学卒業後の就職業界や企業を考える上で
も強く印象に残る場合も多い。先行研究においても、
例えば廣森（2018）による福祉系大学の学生を対象
としたインタビュー調査でもキャリア選択における経
験的学びとしてアルバイト先での経験が回答されたこ
とが報告されている 7。このように、本人の認識の鮮
明度には違いはあるものの、自分の家族や身近な社会
人の働き方や仕事の取組み方、就業姿勢、それに伴う
ライフスタイル等を目の当たりにすることを通じて、
多かれ少なかれ、理想の働き方やキャリア形成、家庭
での役割等についての認識を形成していることがうか
がえる。
　学生たちを取り囲む周囲の社会人においても、それ
ぞれの属する社会や地域、就業する組織やその属する
産業・業界における規範や慣習、就業やジェンダーに
基づく役割意識などの影響を必然的に受けていると考
えることが自然であり、それゆえに学生たちは周囲の
社会人を通じて、間接的にその属する社会や地域の中
での慣習や規範、考え方、価値観などを学んでいるこ
とが予想される。その中で、大学生が身近な社会人を
モデルとしながら、あるいは反面教師としながら、そ
の就業観やキャリア意識を形成し、そのことが定量調
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査における全体的な居住地の差として反映されている
可能性があり、その地域での規範意識や身近な大人の
価値観が、回答者自身の認識はなくとも埋め込まれて
いるとも捉えられる。
　特に地方では、そもそも産業や企業の数や種類が少
ないために、身近な人間関係や、アルバイトやイン
ターンシップなどの学生時代に選択可能な就業経験を
通じて知りうる選択肢や理想像が相対的に狭く想定さ
れていたり、（健全な）競争の中で昇進や高給を得て
いくことがあまり実感できなかったりするのかもしれ
ない。このことは、地方の大学生が必ずしも身近にあ
るとは限らない多様な働き方を想定することを困難に
したり、本調査結果に見られるように、自分の知りう

4 4 4 4 4 4

る範囲での理想像に照らし合わせて望ましい
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

と思われ
る安定した穏やかな働き方を好む傾向を生み出したり
する背景となっている可能性もある。これらの点につ
いては、より詳細な地域別の調査や考察が求められる
であろう。

4.3�ジェンダー、男女共同参画を含めたキャリア教育
の課題

　育児休業に関する知識に関しても、本アンケート調
査結果に基づけば全体的に豊富とはいえず（図 10）、
インタビュー調査結果においても学校教育や政府によ
る広報活動を通じて、男女共同参画や育児休業の取得
に関する情報を得ているという実感がある回答者はほ
ぼいなかった。この結果をふまえれば、政府による取
組みや施策等が若年世代に広く理解されていないこと
が推測され、実際の学生のキャリア観の形成や育児休
業を取得することを想定した働き方への認識を高め
る、あるいはそのような選択肢を検討する上であまり
功を奏していない可能性が高い。少なくとも、現時点
では、多くの大学生が当事者意識をもって育児休業の
取得や女性が出産後も働き続けるための道筋を具体的
に考えようとする段階には至っていないと捉えられる
であろう。
　では、若者世代が本人やパートナーのキャリアや働
き方を考えていく上で、どのような情報や教育内容が
有用となるのであろうか。この点について、フォロー
アップインタビュー調査では、具体的な育児休業制度
による収入面への影響や、それらをどのように活用す
ることが自分の望む働き方につながりうるのかについ
て、自分の将来設計への予想やその希望と関係させな
がら理解することが可能となる内容であることが複数
の回答者から指摘された。大学生の立場であれば、長
期的な将来のキャリア形成や自分あるいはパートナー
の出産予定の有無などを厳密に予測することは困難で
あるものの、自分の将来像についてある程度具体的な

希望や期待を抱きつつ、そのために自分が選択、利用
可能なオプションを知ることは有意義であり、教育機
会を得ることは有用であることが理解されやすいかも
しれない。そのことをより理解できうる男女共同参画
やキャリア教育として、どのようなカリキュラムや教
育内容が適切なのか、どのようなタイミングでの教育
や情報提供が実質的にリーチするのかについて、より
広範囲に調査を実施し、具体的な教育内容を検討する
ことが必要である。
　
5. おわりに
　本研究では、大学生を対象に、就職後の就業意識や
育児休業の取得等に対する考え方などについて、定量
および定性調査の両面から検討してきた。本調査は特
定の都市部および地域での回答者を対象としており、
フォローアップインタビュー調査においても 7 名の回
答者のみを考察対象としているため、回答者の個性や
個人的な状況による影響を排除できず、その考察は限
定的なものである。しかしながら、大学生である回答
者自身が実際に社会での就業を経験したり、育休・産
休についての実感を有したりしているわけではないに
もかかわらず、男女差や地域差が見られた項目もあり、
男女共同参画や男女平等を教育されたと思われる世代
においても実際のキャリア形成においてはジェンダー
別の役割意識や女性が家庭での役割を主に負うことが
意識される傾向にあることが観察された。フォロー
アップインタビュー調査においても、その背景となる
要因がある程度共通してみられており、大学生の就業
観やキャリア形成に影響する要因や居住地での差の有
無、その背景を把握する上で一定の有用性があると思
われる。
　また、2022 年 6 月に同じ設問による社会人向け調
査も実施し、愛媛県で 200 件、都市部で 500 件の有効
回答を得ており、今後は、社会人と本研究の対象とし
た大学生の回答結果を比較することによって、性別や
居住地に限らず、年代や就業経験の有無による差異の
検討や詳細な分析を行うことを今後の課題としたい。
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注
1	 本稿は、園田ら（2022）に大幅に加筆修正および考

察を加えたものである。
2	 性別や居住地が不明な場合はそのデータを除いて集計

している。
3	 表 2 および本文中においてもインタビュー対象者のプ

ライバシーにかかわる内容や対象者の個人識別性を有
する内容については記載していない、あるいは表現を
抽象化した。なお、回答者の該当部分およびインタ
ビュー回答の記述についてはすべて回答者からの確認
および許可を経て掲載している。

4	 Z 世代とは、「《Generation Z の訳語》欧米諸国や日本
などで、1990 年代中盤から 2000 年代までに生まれた
世代をいう。Y 世代に続く世代。」とされる（デジタ
ル大辞泉）。

5	 大橋・後藤（2019）が 2019 年に実施した、10 代 1051
名を対象としたアンケート調査においても、進路選択
において、文系理系の枠組みを性別による枠組みとし
て捉える傾向が強いことが報告されている。

6	 鄭ら（2008）による青森県の学生を対象とした調査
においても、キャリア・生活指向として「人とのつな
がり」が重視された結果が得られている。

7	 廣森（2018）の実施した福祉系大学の学生を対象と
したインタビュー調査でも、キャリア選択における経
験的学びとしてアルバイト先での経験が回答されたこ
とが報告されており、次のように記述されている。「ア
ルバイトによる経験的な学びは、『アルバイトしてた
おかげでいろんな人と話すとか、いろんな世界を知る
とか、視野を広げるみたいなことにはできた』という
語りのように、『世間を知る』という面で就職先選択
とかかわっていると考えられる。」（p.48）。
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